
 

（第２号様式）   
令和４年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立霧が丘高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組みの内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学校のミッショ
ン、生徒の実態、教
育ニーズに即した新
たな魅力と特色づく
りを推進する。 
②インクルーシブ教
育実践推進校として
の取組みを推進す
る。 
③これからの時代に
必要な資質・能力を
育成するため、主体
的な学びの向上、探
究的な学びの推進、
グローバル化・ＩＴ
化への対応を見据え
た取組みを行ってい
く。 

①今年度から実施
された新教育課程
に各教科がスムー
ズに対応してい
く。 
②中高連携事業、
研修、外部機関と
の連携等を通じ、
共生社会の実現に
向けたインクルー
シブな学校づくり
をさらに推進す
る。 
③1・2学年を中
心に ICT（iPad）
を活用した授業研
究を進める。 

①新教育課程につい
て、生徒のキャリアニ
ーズや探究的な学びの
習得に向けた科目の内
容や選択ができている
か検証していく。 
②連携生を対象とした
学校設定科目の内容の
精選と、希望進路の実
現に向けた進路指導の
充実化を進める。 
③ ICT（iPad）を活用
した授業の研究や研
修、教員向け講習等を
行い、幅広く活用でき
るよう推進する。 

①新学習指導要
領の目的と学校
教育目標を踏ま
えた上で実施で
きているか。 
②学校設定科目
の内容の精選
と、希望進路の
実現ができた
か。 
③ ICT を活用す
るにあたっての
課題を共有し、
解決に向けての
取組みができた
か。 

     

２ 
生徒指
導・支援 

①自らの夢や目標に
向かってチャレンジ
しながら未来を切り
拓いていく力を育成
するとともに誰もが
霧高生であることに
プライドが持てる活
気ある学校づくりを
行っていく。 
②多様性を受け入
れ、他者を認め合
い、支え合いながら
主体的に課題を解決
する力を育成すると
ともに、「インクル
ーシブな学校づく
り」を行っていく。 
③規律と秩序のある
生徒指導ときめ細か
い支援体制を確立す
る。 

①行事、委員会、
部活動等、生徒主
体の活動経験を丁
寧に積み重ね、社
会の様々な変化に
対応できる柔軟な
思考力、行動力を
向上させる。 
②生徒対処研修会
を通じ、互いの良
さや多様性を認め
尊重し合う力を育
みながらインクル
ーシブな学校づく
りを進める。 
③コロナ感染の収
束が見えない中、
変化する生活様式
に適応できる規範
意識の醸成を図
る。多様な生徒の
実態に応じた共通
意識と指導体制の
確立に努める。 
 

①生徒主体の活動機会
を広げ、変化し続ける
状況や条件、人として
の基やルールへの理解
を深め、自ら進んで創
意工夫を重ねられるよ
う支援する。 
②インクルーシブ教育
に係る生徒研修会を年
間４回以上開催し、多
様性を認め問題を解決
に向け考え実践する機
会とする。        
③コロナ感染予防に対
する生徒の行動の確認
のホームルームでの声
掛けや巡回指導で確認
する。 
③人権に対する意識を
養うための声掛けやポ
スターによる啓発をす
る。 
③個別の対応では、担
任・生徒支援の教員に
よる面談やケース会議
を有効に活用してい
く。 

①生徒主体の活
動が増えたか。
委員長会、部長
会の活動を活性
化できたか。 
①生徒の行事へ
の満足度が向上
したか。 
②研修会を通
じ、相互理解や
多様性を認め合
う機会を設ける
ことができた
か。 
③生徒の日常に
おける生活マナ
ーができている
か。 
③人権教育の講
演などを実施し
た後の生徒の様
子、アンケート
から人権意識が
向上したか。 
③面談や SC、ケ
ース会議が有効
に活用され、生
徒の支援を組織
的に行うことが
できたか。 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組みの内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指
導・支援 

①職業的・社会的自
立に向け、必要な基
盤となる能力や態度
を育成し、自らの力
で生き方を選択し、
自己の未来を切り拓
いていく力を育て
る。 
②生徒一人ひとりが
自らの意思によって
将来の進路を選択
し、自己実現を果た
していくための能力
の育成に向けた指
導・支援を行うとと
もに、生徒のあらゆ
る進路ニーズに対応
したキャリア支援教
育（進路指導）体制
を構築する。 

①自己の生き方と
社会の課題を意識
した計画的・系統
的なキャリア教育
を推進し、社会的
自立に必要な力を
継続的に育成す
る。 
②生徒一人ひとり
がめざす進路実現
に向け、目標達成
のための様々なプ
ログラムの提供と
指導、情報発信を
していく。 
 

①総合的な探究の時間
を中心に、自己理解・
他者理解を通して主体
性・多様性・協働性を
涵養する。 
②ポートフォリオの蓄
積により、将来の目標
の明確化、課題の発
見、対策への取組み等
を視覚化し、よりよい
進路選択への一助とす
る。 
②引き続き外部資格・
検定の校内実施を行
い、受験機会を増や
す。 

①学年末の振り
返りで行う生徒
の自己評価で、
変容を確認でき
たか。 
②ポートフォリ
オが蓄積でき、
それを進路実現
のための PDCA
サイクルに活か
せたか。 
②資格・検定へ
の取組みが増え
たか。 

     

４ 
地域等と
の協働 

①保護者や地域社会
に対し、本校の教育
活動についての理解
を深めてもらうため
の積極的な情報発信
と学校ＰＲを行って
いく。 
②地域との交流や協
働、地域貢献等を通
じ、地域に開かれ、
地域と共にある学校
づくりに取り組む。 
 

①学校ホームペー
ジ、学校紹介動
画、学校説明会、
チャレンジスクー
ル、地域連携や行
事などを通じ、保
護者や中学生、地
域住民に対し積極
的な情報発信を行
っていく。 
②社会の状況を踏
まえつつ、地域や
保護者等との連
携、協働の機会を
模索し、生徒の社
会貢献、交流の経
験値を向上させ
る。 

①校内外の学校説明会
を通じて、霧コンシェ
ルジェをはじめとした
本校生徒の活動を発信
する。 
①学校ホームページを
適切に更新するととも
に、広報動画、活動動
画等内容の充実を図
る。 
②生徒が地域のために
何ができるかを考え、
また地域が霧高生とど
のような関わりを求め
ているかなどの情報を
集め、その機会や方策
について研究し、実践
する。 

①説明会参加者
へのアンケート
で肯定的な回答
が 80％以上とな
ったか。 
①ホームページ
更新が月１回以
上できたか。 
②地域や保護者
等と連携した活
動を実施するこ
とができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①保護者から信頼さ
れ、地域から愛され
る安心・安全な学校
づくりを行う。 
②防災意識を高める
ための防災教育を地
域や保護者と連携し
ながら組織的に行っ
ていく。 
③教職員が生き生き
と教育活動に取り組
むことができるため
の「働き方改革」を
さらに推進してい
く。 

①耐震補強工事中
の安全を確保し、
学習環境を整備す
る。 
②災害に対して、
生徒の防災意識を
高め、教員の組織
的防災体制を確立
する。 
③風通しの良い職
場環境を醸成する
とともに、事故・
不祥事防止研修な
どを通じて事故・
不祥事の未然防止
に取り組む。 

①工事による教育活動
への支障ができるだけ
ないように関係機関と
の調整を行い、安全安
心で快適な学習環境づ
くりに努める。 
②校内防災組織の見直
しを行い、防災訓練に
て実践的な動きの確認
を行う。それに伴い、
防災関連の倉庫や備品
の整備、危険個所のチ
ェックを行う。 
③職員が主体となる事
故・不祥事防止研修を
定期的に開催する。 

①工事中の学習
環境を整え、生
徒の安心安全を
確保することが
できたか。 
②防災訓練を実
践的な内容で実
施できたか。 
③事故・不祥事
防止研修を何回
実施したか。ま
た、不祥事ゼロ
を達成できた
か。 

     

 


